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人工呼吸 :16巻2号

人工呼吸中に肺コンブライアンスが変動する PEEPを 15cmHzOとした場合もコンブライアン
と量規定換気においてもコンプレッションポリ スの減少に伴って、実測した VTは減少した。
ュウームにより患者の得る VTは増減する。こ しかし、 PEEPがOcmHzOの時よりも実測した
の現象に対応するためにコンプレッションボリ VTは減少した。
ュウームを自動計算する Evita4の機能を、テ人工呼吸中に肺コンブライアンスが変動すると
スト肺のコンブライアンスを変化させた際の 量規定換気ではコンプレッションポリュウムの
VTを測定することにより検討した。 影響を受けることは明かである。 Evita4はこの
【実験方法】 現象に対応するためにコンプレッショ ンポリュ
人工呼吸器は Evita4とServo3∞の 2機種を使ウームを自動計算する機能を搭載している。し
用した。モデル肺には TTLを用い、 OMR-8101 かし、今回の最初の実験において、 Serv03∞と
によりテスト肺が得る VTを測定した。 Evita4とを比較すると性能に大きな違いが認め
それらの人工呼吸器の VTを50、l∞、 2∞、 4∞、られたが、回路内温度を設定することで改善さ
ほ泊、 8∞mlに設定し、TTLモデル肺のコ ンブれた。これは、 Evita4には人工呼吸器吸気にお
ライアンアスを50、40、30、2ωnl/cmHzOに変いてNTPDつまり 20'C、lO13mbar、湿度0%の
え、 PEEPを 0、15cmHzOとした際の VTを測ガスが送気され、加温加湿器を通過することに
定した。 より、患者吸気において BTPSつまり 37'C、大
次に、 Evita4では回路内温度を 37又は26度に 気圧、湿度 1∞%のガスへと変わるとして演算
設定し、同様に VTを測定した。 しているためと思われた。従って、 Evita4はVT
【結果】 を5∞mlに設定すると実際には441mlのガスが
Evita4とServo3∞においてPEEPをOcmH20と送気され加温加湿によりその量はヌ)()mlにな
した場合、コンブライアンスの減少に伴って、 るいう方式をとっている。 Evita4ではこのよう
実測した VTは減少したが、その程度はわずかにして常に一定の VTが得られるように調節さ
であった。しかし、 Evita4は設定した VTよりれている。従って、加温加湿器の性能も十分考
も実測した VTは約 l割ほど少ない結果が得ら慮する必要がある。
れた。 【結語】
PEEPを 15cmH20 とした場合も Evita4とコ ンブライアンスの多寡により機種によって
Servo3∞においてコンブライアンスの減少に伴 VTに差が生じる事が示唆された。また、Evita4
って、実測した VTは減少した。しかし、Evita4ではコンブライアンスの多寡による VTの変動
において設定した VTが鋭治、4∞mlでコンプラは吸気温度により増減する事が示唆された。
イアンスが 20mllcmH20の時は実測した VTは
増加した。また、 2機種とも PEEPが恥mH20
の時よりも実測した VTは減少した。
また、 Evita4では回路内温度を 37'Cと 26'Cに
設定した場合には同様の換気条件下においても
実測した VTはPEEPをOcmH20とした時、 37'C
に設定した時の方が約 I割増加した。コンブラ
イアンスの減少に伴って、実測した VTは減少
したが、吸気温度が36'Cの場合はほぼ設定した
VTが得られた。




